
　

４
月
分（
６
月
支
払
分
）か
ら
の
年
金
額

は
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
５
年
度

か
ら
原
則
２
．
７
パ
ー
セ
ン
ト
の
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。

　

１
年
間
（
令
和
６
年
６
月
支
払
分
か
ら

令
和
７
年
４
月
支
払
分
ま
で
）
の
年
金
額

を
お
知
ら
せ
す
る
「
年
金
振
込
・
額
改
定

通
知
書
」
が
順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
通
知
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付

猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
場
合
と
比
べ
て
老
齢
基
礎
年
金
（
65

歳
か
ら
受
け
取
れ
る
年
金
）
の
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
た

め
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認

を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て

３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
追
納
は
、
古
い
月
の

も
の
か
ら
納
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

彦
根
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
９
‐
23
‐
１
１
１
２

将
来
へ
の
橋
渡
し
　
国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納

４
月
分
か
ら
の
年
金
額
を
お
知
ら
せ

　歯や歯ぐきの健康状態を審査し表彰します。
７月25日㈭9:30～12：00
東近江市保健センター
�市内在住の70歳以上で、自分の歯が20本以上ある人
先着20人
�６月21日㈮までに、申込みフォームま
たは電話で申し込んでください。　

健康推進課
050-5801-5646　 0748-24-1052

シニア「おくち」自慢コンテスト

申込みフォーム

親子で出場しませんか

　歯や歯ぐきの健康状態を審査し表彰します。
７月25日㈭10：30～12：00　
東近江市保健センター
�市内在住で令和５年４月１日から令和６年３月31日ま
でに３歳６カ月児健診を受診したむし歯のない親子
先着15組
�６月21日㈮までに、申込みフォーム
または電話で申し込んでください。

健康推進課
050-5801-5646　 0748-24-1052 申込みフォーム

親と子のよい歯のコンクール

国道421号の道路拡幅工事

　国道421号の萱尾町地先において道路拡幅
工事のため、終日片側交互通行が実施されて
います。工事期間中は渋滞が予想されます。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いし
ます。

国道421号の
交通規制の実施について

片側交互通行区間萱萱尾尾町町

佐佐目目町町

永源寺ダム

永永源源寺寺相相谷谷町町

通通行行規規制制位位置置図図

三重県
三重県

東近江市街東近江市街
→→

→→

滋賀県東近江土木事務所道路計画課
☎0748-22-7745　 0748-23-4163

　
　

　

近
江
鉄
道
・
路
線
バ
ス
を
利
用
し
た
通
学

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
要
件

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
近
江
鉄
道
（
鉄

道
・
路
線
バ
ス
）
を
利
用
し
て
通
学
し
て

い
る
中
学
生
ま
た
は
高
校
生
と
同
一
世
帯

で
あ
る
こ
と
。

■��

補
助
対
象
路
線

鉄
道
：
近
江
鉄
道
全
線

路
線
バ
ス
：
御
園
線
、
神
崎
線
、
日
八　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

線
、
長
峰
線
、
角
能
線

■
補
助
金
額

❶�

近
江
鉄
道
・
路
線
バ
ス
の
ど
ち
ら
か
を

利
用
す
る
場
合
、
１
カ
月

当
た
り
１
万
２
千
円
を
超

え
た
分

❷�

近
江
鉄
道
・
路
線
バ
ス
の

両
方
を
利
用
す
る
場
合
、

１
カ
月
当
た
り
１
万
７
千

円
を
超
え
た
分

■
申
請
期
間

　
令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で

　
（
郵
送
可　

当
日
消
印
有
効
）

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

公
共
交
通
政
策
課

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
５
８

０
７
４
８
‐
24
‐
１
２
４
９

補
助
対
象
拡
大
で
よ
り
使
い
や
す
く

近
江
鉄
道
・
路
線
バ
ス

　
　
　
　
通
学
利
用
促
進
補
助
金
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

80歳になっても20本以上の自分の歯

市ホームページ

■期間 ５月７日㈫から終日規制

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

■記号の説明・・・ ＝日時　 ＝場所　 ＝対象　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持ち物

　　　　　　　　　 ＝申込み　 ＝問合せ　 ＝ IP電話　 ＝ファクス 広報ひがしおうみ　2024.6.1　1011　広報ひがしおうみ　2024.6.1

私たちの医療と健康を支える国民健康保険

　世帯内に国民健康保険加入者がいる世帯主に対し
て、６月中旬に保険料の納入通知書を送付します。
保険料額や納付方法を確認してください。
��国民健康保険料の納付義務は世帯主にあります。
世帯主が国民健康保険以外の健康保険（社会保険
など）に加入されている場合でも、同一世帯内のど
なたかが国民健康保険に加入されている場合は、世
帯主あてに通知書を送付します。
■令和６年度の国民健康保険料率
　40歳以上65歳未満の人⇒下図の①②③の合計
　40歳未満の人および65歳以上75歳未満の人
　	 	 	 	�⇒下図の①②の合計

　　　　　　   （所得割） 　     （均等割） 　   （平等割）
①医療分　　Ⓐ×6.4％ ＋ 26,300円 ＋ 18,400円
　　　　　　　（6.0%）　  　 （24,000円）  　（17,700円）

　　　　　　 　（所得割） 　      （均等割） 　  （平等割）
②支援金等分  Ⓐ×2.7％ ＋ 10,800円 ＋ 7,600円
　　　　　　　 (2.5%)　   　  (9,600円）　     (7,200円)

　　　　　　  
（所得割）

           
（均等割）   （平等割）

③介護分    　Ⓐ×2.4％ ＋ 12,400円 ＋ 6,300円
　　　　　　   (2.2%）　  　  (11,500円）　   (5,900円）

・Ⓐは（令和５年中所得額－43万円）
・上限は、①65万円、②24万円、③17万円
・所得が一定額以下の場合、保険料の軽減があります。
・未就学児の均等割は２分の１を減額します。
※用語説明
所得割：前年（令和５年中）の所得に応じて負担するもの
均等割：加入者一人につき一定額を負担するもの
平等割：一世帯につき一定額を負担するもの

令和６年度の介護保険料納入通知書を６月中旬に送付します
65歳以上の皆さんへ

令和６年度の国民健康保険料のお知らせ
　 保険料の通知書を６月中旬に送付します

※カッコ内は、前年度の料率など

■保険料の納付方法
　年６回、年金からの引き去りにより納付する「特
別徴収」です。
　右記の場合は、普通徴収（納付書または口座振
替による納付）となり、６月から翌年３月までの年
10回に分けて納付します。

・年金額が年額18万円未満の場合
・年度途中で65歳になった場合
・市外から転入して間もない場合
・税の修正申告などで保険料に変更があった場合
・老齢基礎年金の繰下げ請求をしている場合　など
保険料課
050-5801-5632　 0748-24-5576

■保険料の納付方法
　納付書または口座振替により納付する「普通徴
収」と世帯主の年金からの引き去りにより納付す
る「特別徴収」があります。
　普通徴収は、６月から翌年３月までの年10回に
分けて納付します。
　なお、第１期の納付期限は７月１日㈪で、第２期
以降は各月の末日です。（末日が土・日曜日、祝日
の場合は翌営業日。ただし、12月は25日㈬）
※クレジットカードやＰayＢでも支払いができます。

■特別徴収されている人の納付方法の変更
　特別徴収されている人で、口座振替による納付を
希望される場合は、変更申出書と口座振替依頼書
を提出してください。

■保険料の減免制度や軽減制度があります
○�事業の休廃業や失業、疾病、長期入院などに
より所得が減少し、生活が著しく困難になった
場合や災害に遭い大きな損害を受けた場合は、
保険料の減免が認められることがあります。

○�非自発的失業者（リストラなどで職を失った人）
は、申請することで失業時から翌年度末までの
期間の保険料を軽減します。

○�そのほか、産前産後期間の免除制度や旧被扶
養者減免制度の適用が認められることがありま
す。詳しくは、問い合わせてください。

保険料課
050-5801-5632　 0748-24-5576



住宅リフォームをお考えの皆さんへ

住宅課　 050-5801-5652　 0748-24-5578

住まいる事業補助金
　市民の皆さんが本市で住み続けるため、住宅をリ
フォームする場合に必要な経費の一部を補助します。
　事前申込みが必要です。

 ６月11日㈫～28日㈮　
事前申込書、見積書、施工箇所の写真（日付記載）

＊申込み超過の場合は、公開抽選会を実施します。

■補助金額
　上限15万円（補助率10分の１/地域商品券）

■対象・条件
＊�自己が所有し、現在居住している市内の個人住宅を改
修する人
＊�市内に本社登録のある法人または住民登録がある個
人事業者へ発注する住宅リフォーム工事で、補助対
象工事経費が50万円以上のもの

＊�令和６年４月１日以降に着工し、令和７年２月28日
㈮までに完了する工事

　市税の完納など、その他の補助条件があります。詳
しくは、問い合わせてください。

国スポ・障スポ
特設サイト
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鈴
鹿
の
森
か
ら
始
ま
り
、
森
里
川
湖
を
通
じ
て
人
と
自
然
が

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
く
コ
ラ
ム
で
す
。

木
地
師
文
化
発
祥
の
地

木
地
師
文
化
発
祥
の
地

　「
木
地
師
」
と
は
、
轆
轤
と
い
う
工
具

を
使
い
、
椀
や
盆
、
こ
け
し
な
ど
の
丸

物
木
地
を
作
る
職
人
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。材
料
は
主
に
広
葉
樹
の
ト
チ・ブ
ナ
・

ケ
ヤ
キ
な
ど
を
用
い
、
か
つ
て
木
地
師

の
多
く
は
、
奥
山
に
入
っ
て
木
を
伐
り
、

木
地
物
を
製
作
す
る
こ
と
で
生
計
を
立

て
、良
木
を
求
め
て
全
国
の
山
々
を
転
々

と
移
住
す
る
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　
奥
永
源
寺
小
椋
谷
の
蛭
谷
町
と
君
ヶ

畑
町
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
そ
う
し
た
木
地
師
を
全
国
的
に

統
轄
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

蛭
谷
町
は
筒
井
公
文
所
、
君
ヶ
畑
町
は

高
松
御
所
と
い
う
木
地
師
の
支
配
所
を

設
置
し
、
東
北
か
ら
九
州
ま
で
全
国
に

散
ら
ば
る
木
地
師
を
訪
ね
歩
き
、
神
社

へ
の
奉
加
金
を
集
め
、
神
札
を
配
る
一

方
で
、
身
元
を
保
証
し
、
往
来
手
形
を

発
行
す
る
「
氏
子
か
り
」
と
い
う
手
法

で
木
地
師
社
会
の
保
護
を
担
っ
て
い
ま

し
た
。

　
本
市
に
は
、
こ
の
氏
子
か
り
の
記
録

で
あ
る
県
指
定
文
化
財
「
氏
子
狩
帳
（
蛭

谷
町
、
君
ヶ
畑
町
）」
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　「
木
地
師
」
と
は
、
轆
轤
と
い
う
工
具

を
使
い
、
椀
や
盆
、
こ
け
し
な
ど
の
丸

物
木
地
を
作
る
職
人
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。材
料
は
主
に
広
葉
樹
の
ト
チ・ブ
ナ
・

ケ
ヤ
キ
な
ど
を
用
い
、
か
つ
て
木
地
師

の
多
く
は
、
奥
山
に
入
っ
て
木
を
伐
り
、

木
地
物
を
製
作
す
る
こ
と
で
生
計
を
立

て
、良
木
を
求
め
て
全
国
の
山
々
を
転
々

と
移
住
す
る
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　
奥
永
源
寺
小
椋
谷
の
蛭
谷
町
と
君
ヶ

畑
町
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
そ
う
し
た
木
地
師
を
全
国
的
に

統
轄
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

蛭
谷
町
は
筒
井
公
文
所
、
君
ヶ
畑
町
は

高
松
御
所
と
い
う
木
地
師
の
支
配
所
を

設
置
し
、
東
北
か
ら
九
州
ま
で
全
国
に

散
ら
ば
る
木
地
師
を
訪
ね
歩
き
、
神
社

へ
の
奉
加
金
を
集
め
、
神
札
を
配
る
一

方
で
、
身
元
を
保
証
し
、
往
来
手
形
を

発
行
す
る
「
氏
子
か
り
」
と
い
う
手
法

で
木
地
師
社
会
の
保
護
を
担
っ
て
い
ま

し
た
。

　
本
市
に
は
、
こ
の
氏
子
か
り
の
記
録

で
あ
る
県
指
定
文
化
財
「
氏
子
狩
帳
（
蛭

谷
町
、
君
ヶ
畑
町
）」
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
や
轆
轤
技
術
は
、
万
年
筆
や
精
密

機
器
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
発
展

し
、
も
の
づ
く
り
大
国
日
本
を
支
え
る

技
術
の
原
点
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

平
成
30
年
度
に
は
、
そ
の
独
特
の
技
術

や
制
度
を
古
く
か
ら
継
承
し
て
き
た
地

域
と
し
て
「
木
地
師
文
化
発
祥
の
地
　

東
近
江
市
小
椋
谷
」
が
、
滋
賀
県
内
で

は
初
め
て
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
生
活
様
式
の
変
化
と
と
も
に
日
々
の

　
今
や
轆
轤
技
術
は
、
万
年
筆
や
精
密

機
器
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
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し
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も
の
づ
く
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大
国
日
本
を
支
え
る

技
術
の
原
点
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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成
30
年
度
に
は
、
そ
の
独
特
の
技
術

や
制
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古
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暮
ら
し
の
中

で
木
製
品
に

触
れ
る
機
会

が
減
っ
て
い

ま
す
が
、
ぜ

ひ
木
地
師
文

化
発
祥
の
地

で
あ
る
小
椋

谷
で
、
木
製

品
の
ぬ
く
も

り
に
ふ
れ
て

み
て
く
だ
さ

い
。

暮
ら
し
の
中

で
木
製
品
に

触
れ
る
機
会

が
減
っ
て
い

ま
す
が
、
ぜ

ひ
木
地
師
文

化
発
祥
の
地

で
あ
る
小
椋

谷
で
、
木
製

品
の
ぬ
く
も

り
に
ふ
れ
て

み
て
く
だ
さ

い
。

轆轤を使い木地を
作る様子
轆轤を使い木地を
作る様子

ろ
く
ろ

た
か
ま
つ
ご
し
ょ

つ
つ
い
く
も
ん
じ
ょ

森
の
文
化
博
物
館
整
備
室

温かい協賛を
ありがとうございます

　本市出身のプロ野
球選手である中日ド
ラゴンズの福永裕基
選手、オリックス・バ
ファローズの茶野篤
政選手および一般社
団法人関西ゴルフ連
盟様から広報・啓発
のためにと協賛をいただき、市役所本館前にある歓迎
塔の看板（３面）をリニューアルしました。
　前回のびわこ国体で設置されたこの歓迎塔を44年
ぶりに開催される国スポ・障スポで再び活用し、2025
年に向けて気運を盛り上げていきます。

　株式会社ホンダオート
フクナガ様から車両の
協賛をいただきました。

　本市の開催競技を
モチーフにしたキャッ
フィー・チャッフィーが
ラッピングされています。

　市内を走行しながら啓発を行っていますので、ぜひ
見つけて応援してください♪

ラッピング車両ラッピング車両

わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ
東近江市実行委員会

（国スポ・障スポ総務課内）
050-5801-5690　 0748-24-5667

メール：kokusupo-somu@city.higashiomi.lg.jp

協賛・ボランティア募集中！
詳しくは、国スポ・障スポ特設サイトを確認してください。
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築
40
年
を
超
え
る
老
朽
化
し
た
空
家
等

の
解
体
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

■�

建
物
な
ど
の
条
件

・�

お
お
む
ね
１
年
間
、
住

居
や
倉
庫
な
ど
に
使
用

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

・�

築
40
年
を
超
え
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
。

■�

工
事
の
条
件

・�

市
内
の
解
体
事
業
者
が
施
工
す
る
工
事

で
あ
る
こ
と
。

・�

敷
地
内
の
建
築
物
や
動
産
な
ど
の
す
べ

て
を
解
体
・
撤
去
し
、
原
則
と
し
て
敷

地
の
す
べ
て
を
更
地
に
す
る
こ
と
。

■�

対
象
者

　

解
体
し
よ
う
と
す
る
建
築
物
の
所
有
者

※�

た
だ
し
、
共
有
者
、
共
同
相
続
人
、
抵

当
権
者
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
全

員
の
同
意
が
必
要
で
す
。

※
申
込
み
超
過
の
場
合
は
、
公
開
抽
選

■ 

助
成
額

　

解
体
し
て
更
地
に
す
る
工
事
に
要
す
る

費
用
の
５
分
の
１
で
、
最
大
50
万
円
（
千

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

■�

申
込
み
期
間

７
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

住
宅
課

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
９
１

０
７
４
８
‐
24
‐
５
５
７
８

空
家
等
の
解
体
を
支
援

空
家
解
体
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

市ホームページ

　❶
東
近
江
市
芸
術
文
化
祭
参
加
事
業

　

９
月
１
日
㈰
か
ら
12
月
31
日
㈫
に
か
け

て
開
催
す
る
芸
術
文
化
祭
に
参
加
さ
れ
る

事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
部
門
は
、
美
術
、

音
楽
、演
劇
、伝
承
芸
能
、

映
像
な
ど
で
す
。

�

❷
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演
団
体

　

子
ど
も
も
大
人
も
み
ん
な
が
出
演
で
き

る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。

【
🅐
日
程
】

10
月
６
日
㈰
午
前
10
時

八
日
市
文
化
芸
術
会
館

【
🅑
日
程
】

11
月
24
日
㈰
午
前
10
時

あ
か
ね
文
化
ホ
ー
ル

※
🅐
🅑
ど
ち
ら
か
の
日
程
を
選
択

❶�

❷
共
通

６
月
18
日
㈫
ま
で

※�

応
募
条
件
、
申
込
み
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
７
２

０
７
４
８
‐
24
‐
１
３
７
５

日
頃
の
取
組
を
発
表
し
よ
う

第
20
回
東
近
江
市
芸
術
文
化
祭

  

参
加
事
業
、
出
演
団
体
を
募
集

市ホームページ

 子どもたちの成長のために

東近江やまの子キャンプの

ボランティアスタッフを募集
　市内の小中学生を対象に夏休みに実施す
る「東近江やまの子キャンプ」で、子どもた
ちの活動を支援するボランティアスタッフを
募集します。
デイキャンプ：８月３日㈯～６日㈫

　宿泊キャンプ：８月23日㈮～25日㈰
※�ボランティアスタッフの活動時間は、９：00
から17：00までです。
※１日単位でも申込みができます。
愛郷の森キャンプ場
�高校生以上

※�野外活動に興味があり、子どもが好きな
人大歓迎です。経験や資格は問いません。経験や資格は問いません。
■■内容内容　イワナ焼き、活動風景の写真撮影、　イワナ焼き、活動風景の写真撮影、
子どもたちの安全管理など。子どもたちの安全管理など。
７月12日㈮まで７月12日㈮まで

生涯学習課生涯学習課
050-5801-5672　050-5801-5672　 0748-24-13750748-24-1375

市役所本館前の看板市役所本館前の看板

■記号の説明・・・ ＝日時　 ＝場所　 ＝対象　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持ち物

　　　　　　　　　 ＝申込み　 ＝問合せ　 ＝ IP電話　 ＝ファクス 広報ひがしおうみ　2024.6.1　1213　広報ひがしおうみ　2024.6.1


